
雨量データ(mm） ※気象庁ホームページから引用
時間

 日
7月4日 0 0 0 0 0 0 0 0 3.0 4.5 1.0 0.5 0 2.0 0.5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11.5
7月5日 0 0 0 0 2.0 4.0 4.0 0.5 1.0 1.0 0.5 0 0 0 0 0 0.5 1.5 3.0 5.0 3.5 3.0 8.0 9.0 46.5
7月6日 28.5 15.0 23.0 13.5 17.5 14.0 7.5 7.5 4.0 1.0 2.5 3.0 1.5 2.0 1.0 0.5 0 0 0 0 0 0 0 0 142.0
7月7日 0 0 0 0 0 2.5 0 1.0 3.0 2.5 2.0 2.5 0.5 0.5 0.5 7.0 5.0 0.5 0 0 0 0 0 0 27.5

※ ７月３、８、９日は降雨なし
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　【追加資料】

Ⅱ 応急復旧工事における応急工法について

河道付近被災時状況写真

応急復旧工事施工状況写真 応急復旧工事完了後断面状況写真
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３．法面安定解析 
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　　Ⅳ　本復旧工事に係る本復旧工法について
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３．法面安定解析 

 

 今回追加調査をしたボーリング結果を元に、下記測点、検討ケースについて、安定解析を実施

した。 

 

(1) 測点：Bor.No.11-Bor.No.9（追加ボーリング断面） 

   検討ケース①・・・現況地形に対し、常時の場合 

   検討ケース②・・・切土勾配（1:1.0）での掘削時で、水位が地表面まであるとした場合 

   検討ケース③・・・切土勾配（1:1.1）での掘削時で、水位が地表面まであるとした場合 

   検討ケース④・・・切土勾配（1:1.0）での掘削時で、水位が無しとした場合 

   検討ケース⑤・・・切土勾配（1:1.1）での掘削時で、水位が無しとした場合 

 

(2) 測点：Bor.No.6-Bor.No.4（前年度業務におけるアンカー設計対象断面） 

 検討ケース①・・・常時（水位は地表面まで） 

 検討ケース②・・・地震時（水位は地表面まで） 

 

(3) 測点：Bor.No.7-Bor.No.5（前年度業務におけるアンカー設計対象断面） 

 検討ケース①・・・常時（水位は地表面まで） 

 検討ケース②・・・地震時（水位は地表面まで） 

 

安定解析結果の一覧表を次頁に示す。 

 

安定解析結果をまとめると以下のとおりである。 

(1) 追加ボーリング断面（測点 Bor.No.11-Bor.No.9） 

大型ブロック施工のための掘削前の現況断面は安全率が確保されており、掘削時においては、

水位を低下させた状態で、切土勾配を 1:1.1 とすれば、安全率 1.05 を満足する。 

(2) アンカー設計断面（上流側）（Bor.No.6-Bor.No.4 断面） 

今回必要抑止力が常時 130.1kN/m、地震時 232.2kN/m であり、前年度設計時の設計アンカー力

常時342.0kN/m、地震時428.8kN/mをいずれも下回るため、アンカー設計を見直す必要はない。 

(3) アンカー設計断面（下流側）（Bor.No.7-Bor.No.5 断面） 

今回必要抑止力が常時 85.7kN/m、地震時 120.7kN/m であり、前年度設計時の設計アンカー力

常時342.0kN/m、地震時428.8kN/mをいずれも下回るため、アンカー設計を見直す必要はない。 
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必要抑止力

Pr(kN/m)

常時 地表面 Fsp=1.200 Fs= 1.235 -29.4 現況地形

施工時1 地表面 Fsp=1.050 Fs= 0.970 44.7 切土勾配 過年度

施工時2 地表面 Fsp=1.050 Fs= 1.039 5.4 切土勾配 1：1.1

施工時3 無し Fsp=1.050 Fs= 0.996 28.9 切土勾配 過年度

施工時4 無し Fsp=1.050 Fs= 1.067 -7.8 切土勾配 1：1.1

常時 地表面 Fsp=1.200 Fs= 1.029 130.1

地震時 地表面 Fsp=1.050 Fs= 0.841 232.2

常時 地表面 Fsp=1.200 Fs= 1.006 85.7

地震時 地表面 Fsp=1.050 Fs= 0.853 120.7

計画安全率水位

No.6－No.4

No.7－No.5

No.11－No.9

安定解析結果一覧表

測点 検討ケース 補強前安全率 適用

3
-
4

(1)

(2)

(3)

①

②

④

⑤

③

①

②

①

①

②

-
7
-
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安定解析
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No.11-No.9（常時）現況地形
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現 場 名 雨山川（美熊台）災害復旧

No.9-No.10-No.11ケ ー ス 名

現況地形備 考

土質定数

内部摩擦角粘着力飽和重量湿潤重量
N値tanφφCγsatγt土質名地層名No

(°)(kN/m2) (kN/m3) (kN/m3) 

   23  0.726543   36.0000    0.00   20.00   19.00TgTg 1

    6  0.344328   19.0000   12.00   20.00   19.00BcBc 2

   22  0.000000    0.0000  220.00   20.00   19.00OscOsc 3

   29  0.000000    0.0000  290.00   20.00   19.00OcOc 4

   34  0.869287   41.0000    0.00   21.00   20.00OsOs 5

※水の単位体積重量 γw ＝  10.00(kN/m3) 
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2. 繰り返し円弧計算

斜面の安定性は繰り返し円弧すべりで検討した結果、以下のすべり面が最も危険と判断できる。

<円弧A>

安定計算結果

単位項目 記号 常時

－Fs計
算
結
果

安全率     1.235

    1.200－Fsp計画安全率

  -29.4kN/mPr必要抑止力

    4.000mX
中心座標円

弧    76.000mY

   31.000mr半径

 1052.11kN/mS

計
算
要
素

すべり抵抗力

  852.18kN/mT滑動力

 1880.79kN/mN法線力

    0.00kN/mU間隙水圧

   33.708m lすべり面長

  106.35m2 A面積

 -
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20
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スライス図：円弧A
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安定解析
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No.11-No.9（施工時1）
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現 場 名 雨山川（美熊台）災害復旧

No.9-No.10-No.11ケ ー ス 名

大型ブロック施工時備 考

土質定数

内部摩擦角粘着力飽和重量湿潤重量
N値tanφφCγsatγt土質名地層名No

(°)(kN/m2) (kN/m3) (kN/m3) 

   23  0.726543   36.0000    0.00   20.00   19.00TgTg 1

    6  0.344328   19.0000   12.00   20.00   19.00BcBc 2

   22  0.000000    0.0000  220.00   20.00   19.00OscOsc 3

   29  0.000000    0.0000  290.00   20.00   19.00OcOc 4

   34  0.869287   41.0000    0.00   21.00   20.00OsOs 5

※水の単位体積重量 γw ＝  10.00(kN/m3) 

 -
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2. 繰り返し円弧計算

斜面の安定性は繰り返し円弧すべりで検討した結果、以下のすべり面が最も危険と判断できる。

<円弧>

安定計算結果

単位項目 記号 仮設

－Fs計
算
結
果

安全率     0.970

    1.050－Fsp計画安全率

   44.7kN/mPr必要抑止力

    8.000mX
中心座標円

弧    70.000mY

   24.000mr半径

  541.66kN/mS

計
算
要
素

すべり抵抗力

  558.40kN/mT滑動力

  785.39kN/mN法線力

    0.00kN/mU間隙水圧

   22.603m lすべり面長

   49.23m2 A面積

 -
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スライス図：円弧
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安定解析
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No.11-No.9（施工時2）

背面切土勾配　1：1.10
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現 場 名 雨山川（美熊台）災害復旧

No.9-No.10-No.11ケ ー ス 名

大型ブロック施工時備 考

土質定数

内部摩擦角粘着力飽和重量湿潤重量
N値tanφφCγsatγt土質名地層名No

(°)(kN/m2) (kN/m3) (kN/m3) 

   23  0.726543   36.0000    0.00   20.00   19.00TgTg 1

    6  0.344328   19.0000   12.00   20.00   19.00BcBc 2

   22  0.000000    0.0000  220.00   20.00   19.00OscOsc 3

   29  0.000000    0.0000  290.00   20.00   19.00OcOc 4

   34  0.869287   41.0000    0.00   21.00   20.00OsOs 5

※水の単位体積重量 γw ＝  10.00(kN/m3) 
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2. 繰り返し円弧計算

斜面の安定性は繰り返し円弧すべりで検討した結果、以下のすべり面が最も危険と判断できる。

<円弧>

安定計算結果

単位項目 記号 仮設

－Fs計
算
結
果

安全率     1.039

    1.050－Fsp計画安全率

    5.4kN/mPr必要抑止力

   13.000mX
中心座標円

弧    67.000mY

   19.000mr半径

  508.33kN/mS

計
算
要
素

すべり抵抗力

  489.18kN/mT滑動力

  729.28kN/mN法線力

    0.00kN/mU間隙水圧

   21.435m lすべり面長

   45.25m2 A面積

 -
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スライス図：円弧
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安定解析

3-65

No.11-No.9（施工時3）

水位無し

背面切土勾配　過年度
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現 場 名 雨山川（美熊台）災害復旧

No.9-No.10-No.11ケ ー ス 名

大型ブロック施工時　水位無し　切土勾配過年度備 考

土質定数

内部摩擦角粘着力飽和重量湿潤重量
N値tanφφCγsatγt土質名地層名No

(°)(kN/m2) (kN/m3) (kN/m3) 

   23  0.726543   36.0000    0.00   20.00   19.00TgTg 1

    6  0.344328   19.0000   12.00   20.00   19.00BcBc 2

   22  0.000000    0.0000  220.00   20.00   19.00OscOsc 3

   29  0.000000    0.0000  290.00   20.00   19.00OcOc 4

   34  0.869287   41.0000    0.00   21.00   20.00OsOs 5

※水の単位体積重量 γw ＝  10.00(kN/m3) 
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2. 繰り返し円弧計算

斜面の安定性は繰り返し円弧すべりで検討した結果、以下のすべり面が最も危険と判断できる。

<円弧>

安定計算結果

単位項目 記号 仮設

－Fs計
算
結
果

安全率     0.996

    1.050－Fsp計画安全率

   28.9kN/mPr必要抑止力

    8.000mX
中心座標円

弧    70.000mY

   24.000mr半径

  528.15kN/mS

計
算
要
素

すべり抵抗力

  530.47kN/mT滑動力

  746.11kN/mN法線力

    0.00kN/mU間隙水圧

   22.603m lすべり面長

   49.23m2 A面積
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スライス図：円弧
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安定解析
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No.11-No.9（施工時4）

水位無し

背面切土勾配　1：1.10
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現 場 名 雨山川（美熊台）災害復旧

No.9-No.10-No.11ケ ー ス 名

大型ブロック施工時 　水位無し備 考

土質定数

内部摩擦角粘着力飽和重量湿潤重量
N値tanφφCγsatγt土質名地層名No

(°)(kN/m2) (kN/m3) (kN/m3) 

   23  0.726543   36.0000    0.00   20.00   19.00TgTg 1

    6  0.344328   19.0000   12.00   20.00   19.00BcBc 2

   22  0.000000    0.0000  220.00   20.00   19.00OscOsc 3

   29  0.000000    0.0000  290.00   20.00   19.00OcOc 4

   34  0.869287   41.0000    0.00   21.00   20.00OsOs 5

※水の単位体積重量 γw ＝  10.00(kN/m3) 
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2. 繰り返し円弧計算

斜面の安定性は繰り返し円弧すべりで検討した結果、以下のすべり面が最も危険と判断できる。

<円弧A>

安定計算結果

単位項目 記号 仮設

－Fs計
算
結
果

安全率     1.067

    1.050－Fsp計画安全率

   -7.8kN/mPr必要抑止力

   13.000mX
中心座標円

弧    67.000mY

   19.000mr半径

  495.78kN/mS

計
算
要
素

すべり抵抗力

  464.71kN/mT滑動力

  692.81kN/mN法線力

    0.00kN/mU間隙水圧

   21.435m lすべり面長

   45.25m2 A面積
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スライス図：円弧A
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Ⅵ 復旧範囲の法面表土崩落及び崩落範囲拡大防止の為の土留鋼矢板について
令和２年３月　斜面監視システムデータ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1 0.5 0.9 -0.1 3.4 0.0 河川内の堆積土砂掘削

2 0.5 1.2 -1.6 2.9 0.0 土砂上げ　【隣接民地内の亀裂判明】

3 0.0 0.5 -0.9 1.7 0.2 河床掘削・仮締切（水替）準備

4 14.0 5.6 1.5 7.7 0.0 土砂・コン殻上げ

5 0.5 1.7 1.1 2.4 0.0 コン殻搬出・仮締切（水替）準備

6 0.0 0.3 -0.9 1.4 0.0 土砂搬出

7 0.5 0.1 -0.2 0.9 0.1 河床ｺﾝｸﾘｰﾄはつり

8 9.0 0.5 1.1 1.8 0.0 河床ｺﾝｸﾘｰﾄはつり、河川ﾌﾞﾛｯｸ積基礎型枠

9 0.0 0.3 0.7 1.2 0.0 ﾌﾞﾛｯｸ積基礎型枠

10 22.0 11.6 3.8 -0.7 0.0 ﾌﾞﾛｯｸ積基礎生コン打設

11 0.0 0.6 -0.2 -1.0 0.6 ﾌﾞﾛｯｸ積基礎型枠ばらし、間知ﾌﾞﾛｯｸ搬入

12 0.0 0.5 -2.2 1.1 0.2 土砂上げ

13 0.0 1.0 -2.1 2.2 0.0 土砂搬出

14 11.5 2.1 1.2 3.2 0.0 土砂上げ

15 1.0 1.3 0.8 2.1 0.0 休工

16 4.5 2.9 1.2 9.4 0.0 土砂搬出

17 0.0 1.0 1.2 2.9 0.0 休工

18 0.0 1.6 - - 0.0 休工

19 0.0 14.7 - - 0.0 鋼矢板準備、鋼矢板圧入（24枚）

20 0.0 3.0 - - 0.9 鋼矢板圧入（40枚）

21 0.0 4.1 - - -0.1 鋼矢板圧入（4枚）

22 0.0 1.7 - - -0.2 河川ﾌﾞﾛｯｸ積（1段目）

23 0.0 2.3 - - -0.1 河川ﾌﾞﾛｯｸ積（１・２段目）

24 0.0 1.3 0.4 0.8 -0.1 河川ﾌﾞﾛｯｸ積（２・３段目）

25 0.0 0.9 0.5 2.5 -0.2 河川ﾌﾞﾛｯｸ積（４・５段目）

26 0.0 0.8 0.9 2.3 -0.3 河川ﾌﾞﾛｯｸ積（５・６・７段目）

27 3.0 1.0 1.8 3.0 -0.2 河川ﾌﾞﾛｯｸ積（７・８・９段目）

28 13.0 1.2 0.3 1.6 0.0 河川ﾌﾞﾛｯｸ積（９段目・天端ﾌﾞﾛｯｸ）

29 13.5 9.0 0.7 8.2 0.0 河川ﾌﾞﾛｯｸ積天端コン型枠

30 0.5 2.2 1.7 4.9 0.0 河川ﾌﾞﾛｯｸ積天端コン打設

31 0.5 1.8 1.9 4.0 0.0 河川ﾌﾞﾛｯｸ積天端コン型枠脱型

設置位置(mm/日)
※日当たりの変位量

日
24時間
降水量
(mm)

施　工　内　容

※マイナス表示部分については、観測地点先端の木杭の収縮による観測誤差、もしくは、
　 観測機が観測地点側に動いたことによる誤差と思われます。
　　↓装置写真

亀
裂
等
影
響
拡
大

土留鋼矢板打

設に伴い未計
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1 42.5 35.8 3.6 19.6 0.2 工事用道路解体準備

2 0.0 8.1 9.0 31.7 0.5 工事用道路解体準備

3 0.0 1.9 3.6 7.8 0.0 工事用道路解体準備

4 0.0 0.9 5.7 7.3 0.0 工事用道路⑤～⑭解体

5 0.0 0.3 5.9 9.3 0.0 工事用道路⑤～⑭解体

6 0.0 2.1 4.6 11.5 0.0 工事用道路⑤～⑭解体

7 0.0 1.6 5.6 10.7 0.0 工事用道路⑤～⑭解体

8 0.0 0.8 5.5 10.0 -0.1 進入路整備土工

9 0.0 7.8 6.0 14.3 -0.1 進入路整備土工

10 0.0 2.2 4.9 9.9 0.0 進入路整備土工

11 0.0 2.0 6.4 9.1 -0.2 進入路整備

12 13.5 2.3 12.3 9.2 -0.1 休工

13 20.5 10.8 26.9 25.0 0.0 進入路整備

14 0.0 38.0 122.5 121.8 0.0 土砂搬出

15 0.0 24.1 177.2 164.0 0.0 土砂搬出、法裾部土留用大型土のう設置

16 0.0 67.3 -138.2 329.9 0.0 土砂搬出

17 0.0 42.0 443.6 111.4 0.0 法裾部土留用大型土のう設置

18 16.5 19.3 572.4 -314.7 0.0 休工

19 0.0 6.6 125.3 28.2 0.0 休工

20 23.0 94.0 408.4 155.4 0.0 大型ﾌﾞﾛｯｸ積上流部改良・床付け・基礎型枠

21 0.0 167.0 -676.5 218.1 0.0 土砂搬出、大型ﾌﾞﾛｯｸ積基礎型枠・鉄筋組

22 0.0 -170.1 292.9 324.8 0.0 土砂搬出、大型ﾌﾞﾛｯｸ積基礎型枠・鉄筋組

23 0.0 26.0 324.1 251.4 0.1 土留用大型土のう撤去再設置及び改良、土砂搬出、基礎鉄筋組

24 0.0 24.2 -604.8 70.2 0.0 土砂搬出、大型ﾌﾞﾛｯｸ積基礎型枠・鉄筋組

25 0.0 8.8 30.4 34.2 0.0 大型ﾌﾞﾛｯｸ基礎コン打設

26 0.0 3.1 9.0 16.3 0.0 休工

27 0.0 6.9 9.7 14.3 -0.1 大型ﾌﾞﾛｯｸ基礎型枠ばらし、進入路整備

28 0.0 0.7 0.1 4.1 -0.2 進入路整備、土砂搬出

29 0.0 2.0 4.7 7.3 -0.4 大型ﾌﾞﾛｯｸ積（１段目）

30 0.0 2.3 3.6 5.9 -0.5 大型ﾌﾞﾛｯｸ積（１段目）

設置位置(mm/日)
※日当たりの変位量

日
24時間
降水量
(mm)

施　工　内　容

※上記観測値の網掛け部のマイナス表示は観測ワイヤーが伸びきり、
　 切れたことでマイナス表示が出ています。

法裾部土留用大型土のう設置状況
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